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今回の内容
●3月定例会一般質問
●審議事項及び結果
●議員定数見直しについて
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10人の議員が発言…3月定例会10人の議員が発言…3月定例会
登壇順
（質問順） ～質問内容～ 議員名

１
１．防犯対策について
２．スクールバスの運行について
３．情報発信について

玉井　玲子
（p22）

２
１．令和７年度における村内施設の在り方について
２．教育委員会管理施設の在り方について

藤原　孝一
（p22）

３

１．行政改革について
２．高齢者施設の支援について
３．松くい虫被害への対応について
４．スクールバス乗車人員について
５．フルデマンドバスの早期実施について

吉池　昌昭
（p23）

４
１．保安林松くい虫被害状況について
２．保育園の推進について
３．温泉施設の入浴料金等について

宮下　敏彦
（P23）

５
１．ふるさと納税について
２．社会福祉協議会の考え方について

山田　直幸
（p24）

６

１．他村に比べて多い当村の施設の今後のあり方について
２．今後の各施設の使用料金について
３．下水管の点検について
４．令和７年度の新しい施策について

櫻井　新一
（p24）

７
１．合併 20 年の政策成果検証と今後継承する政策について
２．令和７年度当初予算の重点項目と予算成果目標を伺う
３. 二拠点生活と来村者サービスについて

勝田　　昇
（p25）

８

１．防災対策について
２．避難所となる学校施設の防災機能強化について
３．GIGA スクール端末に更新について
４．帯状疱疹ワクチン接種について

一之瀬茂幸
（p25）

9
１．令和７年度予算について
２．村木「赤松」について
３．中山間地域農業について

窪寺　　務
（p26）

10

１．令和 7 年度当初予算の主要事業と財政健全化
２．人口減少対策と取組
３．令和４年度財務書類分析からの政策課題と対策
４．慰霊碑集約化と平和教育
５. 八潮市の下水道管破損事故の教訓を踏まえての老朽化対応
６．水田の畑地化水入れ見直しについて

小山　正博
（p26）

議長　鎌
かまだ

田 欣
よしこ

子

<自衛官募集ホームページ> <自衛官募集Ｘ>

 種      目  採用人員 資　 格 受付期間
(締切日必着) 試 験 期 日 合 格 発 表 入隊時期

(入校時期) 待遇・その他

幹 部 候 補 生

[
]

一　般 参考(令和６年度)
　陸:約220名(うち女子約40名)
　海:約115名(うち女子約25名)
　空:約 84名 ※１

22歳以上26歳未満の者
(20歳以上22歳未満の者
は大卒(見込含)、修士課
程修了者等(見込含)は28
歳未満の者)

①３月１日～４月４日

➁４月23日～６月６日

③(一般)
(陸海)

　９月１日～26日
(空)

　９月８日～26日

※３

①１次:４月12日・13日
　(４月13日は海・空飛行要
　員のみ)
　２次:６月１日～７日

３次(海・空飛行要員のみ)
　(海):７月３日～７日
　(空):７月19日〜８月８日

➁１次:６月14日
２次:７月26日～８月１日

③１次:10月11日
２次:11月15日～18日

①１次:５月22日
２次(海・空飛行要員のみ)

　(海):６月26日
　(空):６月30日

最終
　(陸):７月31日
　(海):８月７日
　(空):９月４日
➁１次:７月17日
　最終(陸海):10月２日
　　　(空)  :９月18日
③１次:11月６日
　最終(陸海):令和８年１月22日
　　　(空)  :令和７年12月26日

令和８年３月下旬
 ～４月上旬

入隊後約１年で
３等陸・海・空尉
院卒者試験合格者は
２等陸・海・空尉

飛行(海・空)

専門(陸)

令和７年度新規
　情　　報:約５名
　デジタル:約10名
　研究開発:約10名
　法　　務:約10名

[
]

一　般 参考(令和６年度)
　陸:約10名
　海:約10名
　空:約10名 ※１

20歳以上28歳未満の者
修士課程修了者等(見込
含)

飛行(空)

専門(陸)
令和７年度新規
　情報・デジタル

:若干名
　研究開発・法務

歯 科
・

薬 剤 科

参考(令和６年度)
　陸 約13名
　海 約９名
　空 約６名

※１

専門の大卒(見込含)
20歳以上30歳未満の者
(薬剤科は20歳以上28歳
未満の者 ※２)

①１次:４月12日
　２次:６月１日〜７日

➁１次:６月14日　　　
　２次:７月26日～８月１日

①１次:５月22日　
最終(陸空):７月31日
　　(海)  :８月７日

➁１次:７月17日　
最終(陸海):10月２日
　　(空)  :９月18日

歯科は入隊後約６週間
で２等陸・海・空尉
薬剤科は入隊後約１年
で２等陸・海・空尉

幹 部 候 補 曹
令和７年度新規
陸　　約110名
海　　約 50名
空　　約 60名

20歳以上33歳未満の者

①３月１日～４月４日

②４月23日～６月６日

③(陸海)
　　９月１日～26日
　(空)

　　９月８日～26日
※３

①１次:４月12日
２次:６月１日～７日

②１次:６月14日
２次:７月26日～８月１日

③１次:10月11日
２次:11月15日～18日

①１次:５月22日
　最終
　(陸):７月31日
　(海):８月７日
　(空):９月４日
➁１次:７月17日
　最終
　(陸海):10月２日
　(空)  :９月18日
③１次:11月６日
　最終
　(陸海):令和８年１月22日
　(空)  :令和７年12月26日

令和８年３月下旬
 ～４月上旬

入隊後約５年で
３等陸・海・空尉

医 科 ・ 歯 科 幹 部
参考(令和６年度)
陸　　約４名          
海　　約５名          
空　　約１名

※１

医師・歯科医師の免許取
得者

①２月１日～５月22日

②７月29日～10月23日
※３

①６月20日

②11月14日

①７月24日

②12月18日

①令和７年９月下旬
　　　　　～10月上旬
②令和８年３月下旬
          ～４月上旬

２等陸・海・空尉以上
で採用(経験年数等に
より異なります。)

キ ャ リ ア 採 用 幹 部
陸　　約15名
海　　約20名
空　①約25名

②約25名
※１

大卒以上の者で、応募資
格に定められた学部・専
攻学科等を卒業後、２年
以上の業務経験のある者

①３月１日～５月16日

②(陸空)
　８月１日～10月10日

①(陸):６月９日
　(海):６月13日
　(空):６月10日～12日
➁(陸):10月31日　　　
(空):11月４日～６日

①７月24日

➁12月18日

(陸):令和８年４月頃
(海):令和７年９月下旬頃
(空):①令和７年10月上旬頃
　　 ②令和８年３月中旬
           ～３月下旬頃

３等陸・海・空尉以上
で採用(経験年数等に
より異なります。)

技 術 曹
陸　　約58名
海　　約30名          　
空　　約30名

※１

20歳以上の者で国家免許
資格取得者等

①３月１日～５月16日
②(海)
　８月１日～10月10日
　(空)
　９月16日～11月14日

①(陸):６月９日
　(海):６月16日
　(空):６月10日～12日
➁(海):11月10日
　(空):12月３日～５日

①７月24日

②(海)令和７年12月18日
　(空)令和８年１月22日

(陸):令和７年10上旬頃
(海):①令和７年９月下旬頃
　　 ②令和８年３月下旬頃
(空):①令和７年11月下旬頃
　　 ②令和８年３月下旬
           ～４月上旬頃

３等陸・海・空曹以上
で採用(免許資格、年齢
等により異なります。)

航 空 学 生        
参考(令和６年度)
海 約74名
(うち女子10名)
空 約72名

※１

海:18歳以上23歳未満の者
(高卒者(見込含)又は
高専３年次修了者(見
込含)）

空:18歳以上24歳未満の者
(高卒者(見込含)又は
高専３年次修了者(見
込含)）

７月１日～８月29日

１次①:９月20日　　　
　　②:９月27日
２次:10月16日～23日
３次:(海)
　　 11月21日〜12月17日
　　 (空)
　　 11月15日～12月18日

１次:10月10日

   ２次:(海)
11月13日
(空)
11月６日

最終:令和８年１月26日

令和８年３月下旬
～４月上旬

入隊後約６年で
３等海・空尉

一 般 曹 候 補 生

参考(令和６年度)
陸 約4,960名
(うち女子約500名)
海 約1,800名
(うち女子約290名)
空 約1,400名

※１

18歳以上33歳未満の者
(32歳の者は、採用予定
月の末日現在、33歳に達
していない者)

①３月１日～５月７日

②７月１日～９月２日

③９月16日～11月21日

※４

①１次:５月17日～25日
２次:６月14日～29日

②１次:９月13日～21日     
２次:10月11日～26日

③１次:11月29日～12月４日     
２次:令和８年１月６日

　　　　　　　 　　～13日
※いずれか１日を指定
されます。

※５

①１次:６月５日
最終:７月31日

②１次:10月２日
最終:12月４日

③１次:12月15日
最終:令和８年２月５日

令和８年３月下旬
～４月上旬

※上記の他に設定する
　場合があります。

入隊後２年９か月経
過以降選考により
３等陸・海・空曹

自 衛 官 候 補 生

参考(令和６年度)
陸 約2,890名
(うち女子約750名)
海 約  800名
(うち女子約200名)
空 約1,200名

※１

18歳以上33歳未満の者
(32歳の者は、採用予定
月の末日現在、33歳に達
していない者)

年間を通じて行っており
ます。

受付時又は各自衛隊地方
協力本部のホームページ
にてお知らせします。

※５

試験時にお知らせします。

令和８年３月下旬
～４月上旬

※上記の他に設定する
　場合があります。

所要の教育を経て、
３か月後に２等陸・
海・空士に任用
陸上(技術系を除く。)
は１年９か月、陸上
(技術系)・海上・航
空は２年９か月を１
任期として任用(以降
２年を１任期)

防衛大学校学生

推 薦

参考(令和６年度)
人文・社会科学専攻　約45名

(うち女子約20名)
理工学専攻  　約145名   

(うち女子約30名)
※１

18歳以上21歳未満の者
高卒(見込含)又は高専３
年次修了(見込含)で成績
優秀かつ生徒会活動等に
顕著な実績を修め、学校
長が推薦できる者

９月５日～９日

９月20日・21日 10月24日

令和８年４月上旬
修学年限４年
卒業後約１年で
３等陸・海・空尉

総 合
選 抜

参考(令和６年度)
人文・社会科学及び
理工学専攻合わせて

約50名
(うち女子約10名)

※１
18歳以上21歳未満の者
(自衛官は23歳未満)
高卒者(見込含)又は高専
３年次修了者(見込含)

１次:９月20日
２次:10月25日・26日

１次:10月10日
最終:11月19日

一 般 

参考(令和６年度)
人文・社会科学専攻　約45名

(うち女子約10名)
理工学専攻 　約195名

(うち女子約30名)
※１

７月１日〜10月16日

１次:11月１日
 ２次:11月29日〜12月３日
※いずれか１日を指定
されます。

１次:11月19日
最終:12月26日

防衛医科大学校医学科学生
参考(令和６年度)

約85名
※１

18歳以上21歳未満の者
高卒者(見込含)又は高専
３年次修了者(見込含)

７月１日〜10月８日

１次:10月25日
２次:12月17日～19日
※いずれか１日を指定
されます。

１次:12月２日  　　　
最終:令和８年１月30日

令和８年４月上旬

修学年限６年
医師免許取得後
卒業後約半年で
２等陸・海・空尉

防衛医科大学校看護学科学生
(自衛官候補看護学生)

参考(令和６年度)
約75名

※１

18歳以上21歳未満の者
高卒者(見込含)又は高専
３年次修了者(見込含)

７月１日〜10月３日

１次:10月18日　　　
２次:12月６日・７日
※いずれか１日を指定
されます。

１次:11月13日 　　 　
最終:令和８年２月10日

令和８年４月上旬

修学年限４年
看護師免許取得後
卒業後約１年で
３等陸・海・空尉

陸 上 自 衛 隊
高等工科学校
生 徒

推 薦
参考(令和６年度)

約120名
※１

男子で中卒(見込含)17歳
未満の成績優秀かつ生徒
会活動等に顕著な実績を
修め、学校長が推薦でき
る者

10月１日～11月28日
令和８年１月10日～12日
※いずれか１日を指定
されます。

令和８年１月22日

令和８年４月上旬

修学年限３年
卒業後は陸士長
卒業後約１年で
３等陸曹

一 般
参考(令和６年度)

約230名
※１

男子で中卒(見込含)17歳未
満の者

10月１日〜
令和８年１月15日

１次:令和８年１月24日・25日  
２次:令和８年２月12日～15日
※いずれか１日を指定
されます。

１次:令和８年２月５日
最終:令和８年２月26日

自 衛 隊 奨 学 生
 参考(令和６年度)  

陸　　　　
海｝約40名
空

※１

大学、大学院、高等専門
学校等で理学、工学、文
学又は法学※６を専攻して
おり、正規の課程を修了す
る年の４月１日現在で26歳
未満
(大学院在学者は28歳未満)

①６月３日〜10月10日

②12月１日～
令和８年１月30日

※３

①11月８日・９日

②令和８年２月21日

①令和８年１月29日

②令和８年５月15日

①自衛隊奨学生採用時期
は４月上旬
➁自衛隊奨学生採用時期
は５月
※幹部候補生採用(入
隊)時期は大学等を卒業
(修了)する年の４月上旬

自衛隊奨学生として
採用された４月又は
５月分から大学又は
大学院の正規の修業
年限を終わる月まで
毎月54,000円を貸与
されます。

予備自衛官補
一 般 陸　約1,540名 18歳以上52歳未満の者

①１月22日～４月８日
②５月24日～９月11日

※３

①４月６日～20日　　
②９月13日～29日
※いずれか１日を指定

　　されます。

①６月11日
②11月６日

教育訓練の開始時期：
①令和７年７月以降

　②令和７年12月以降

階級は指定しない。
教育訓練招集手当

：日額8,800円
所定の教育訓練修了
後、予備自衛官として
任用

技 能 陸　約350名
海　約 20名

18歳以上で国家免許資格
等を有する者(資格によ
り年齢上限は53歳未満～
55歳未満)

(注)１．※１：令和７年度の採用人員につきましては、決定次第、自衛官募集ホームページ等でお知らせしますので、ご確認ください。　　　　　　　　　     (令和７年３月現在)
２．※２：①　学校教育法に基づく大学において、正規の薬学の課程(６年制の課程に限る。)を修めて卒業した者(令和８年３月卒業見込みの者を

含む。)
②　外国の薬学校を卒業し、又は外国の薬剤師免許を受けた者で、厚生労働大臣が①に掲げる者と同等以上の学力及び技能を有すると
認定した者

③　平成18年度から平成29年度までの間に学校教育法に基づく大学に入学し、４年制薬学課程を修めて卒業し、かつ、学校教育法に基
づく大学院において薬学の修士又は博士課程を修了した者であって、厚生労働大臣が、厚生労働省令で定めるところにより、①に掲
げる者と同等以上の学力及び技能を有すると認定した者に限ります。

３．※３：採用予定人員数の採用が見込まれる場合は、第２回目以降の試験を実施しません。
４．※４：第１回及び第２回までで採用人員数を満たせた場合、第３回は実施しない場合があります。
５. ※５：令和８年３月高等学校卒業予定者又は中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、令和７年９月16日以降に行います。
６. ※６：理学、工学、文学又は法学に類する学部・学科も応募資格に該当する場合があります。詳しくは最寄りの自衛隊地方協力本部にお問い

合わせください。
７. 資格欄中の「高卒」は中等教育学校卒業者を含みます。
８．応募資格年齢の起算日は、種目ごと異なっていますので、それぞれの採用要項又は自衛官募集ホームページ等で確認してください。
９．その他、詳細については、各採用(募集)要項又は自衛隊地方協力本部で確認してください。(事務官・技官の採用試験については、防衛省大臣官

房秘書課へお問い合わせください。)
10．記載内容については変更する場合があります。変更事項については自衛官募集ホームページ等でお知らせしますので、ご確認ください。

令和７年度自衛官等採用案内
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質
問　

改
修
さ
れ
る
防
災
カ
メ
ラ
の
機

能
と
運
用
計
画
は
。

総
務
課
長　

画
質
2
1
0
万
画
素
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
機
能
の
モ
ザ
イ
ク
処
理
が
で

き
る
。
運
用
は
筑
北
村
専
用
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
の
放
送
を
10
月
か
ら
開
始
。
2
週

間
分
の
録
画
機
能
が
あ
り
、
以
降
は
上

書
き
保
存
さ
れ
る
。　

質
問　

防
災
カ
メ
ラ
を
防
犯
カ
メ
ラ
と

し
て
運
用
で
き
な
い
の
か
。

総
務
課
長　

防
犯
カ
メ
ラ
と
し
て
は

考
え
て
い
な
い
。
警
察
か
ら
の
要
請
が

あ
っ
た
場
合
は
提
供
を
考
え
る
。

質
問　

公
共
施
設
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
が
必
要
と
考
え
る
が
。

総
務
課
長　

維
持
管
理
費
や
デ
ー
タ
管

理
な
ど
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
現
段
階

で
は
設
置
の
考
え
は
な
い
。

村
長　

悪
質
な
犯
罪
が
増
え
て
い
る
の

で
、
設
置
個
所
の
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
う
。

質
問　

1
号
車
か
ら
6
号
車
ま
で
、
朝

夕
の
乗
車
人
数
は
。

質
問　

夕
方
の
バ
ス
は
低
学
年
と
高
学

年
は
下
校
時
間
が
違
う
の
で
二
往
復
す

る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
時
は
乗
車
人
数

が
少
な
い
バ
ス
も
あ
る
と
聞
い
た
。

質
問
　
契
約
状
況
は
。

教
育
次
長　

㈲
聖
観
光
バ
ス
と
5
年
間
の
長

期
契
約
。
契
約
金
額
は
1
億
2
7
4
0
万

円
余
。
安
定
的
な
運
行
を
行
う
た
め
に
長

期
契
約
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　

今
後
バ
ス
の
大
き
さ
や
路
線
の

見
直
し
は
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
次
長　

児
童
数
の
推
移
に
よ
っ
て

見
直
し
は
必
要
だ
が
、
当
面
の
間
は
現

状
の
運
行
に
な
る
見
込
み
。

質
問　

東
筑
摩
郡
内
の
村
に
比
べ
、
人

件
費
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
、
村
民

か
ら
言
わ
れ
る
。

総
務
課
長
　
職
員
一
人
が
管
理
で
き
る

量
は
限
ら
れ
、
面
積
が
大
き
く
管
理
す

る
イ
ン
フ
ラ
や
公
共
施
設
が
多
け
れ
ば
、

必
然
的
に
職
員
が
必
要
と
な
る
。
郡
内

の
村
と
比
較
し
て
多
い
と
の
指
摘
だ
が
、

全
国
の
類
似
団
体
と
比
較
し
て
平
均
値

を
下
回
っ
て
い
る
。
教
員
の
不
足
に
よ

る
村
費
で
講
師
を
雇
用
、
保
育
園
で
支

援
が
必
要
な
園
児
に
対
す
る
加
配
保
育

士
な
ど
削
減
で
き
な
い
部
分
も
あ
る
。

質
問
　
温
泉
施
設
検
討
委
員
会
で
の
検

討
で
単
価
改
定
が
行
わ
れ
た
が
、
経
営

改
善
に
つ
な
が
っ
た
か
。
と
く
ら
へ
の

繰
り
出
し
金
5
3
0
0
万
円
は
変
わ
っ

て
い
な
い
状
況
、
施
設
利
用
を
す
る
人

に
負
担
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
と
考
え

る
が
。

観
光
課
長
　
入
浴
料
金
改
定
で
、
3
施

設
で
4
3
0
万
円
の
増
額
、
宿
泊
料
金

改
定
で
3
5
0
万
円
の
増
額
を
見
込
ん

で
い
る
。
人
件
費
の
削
減
、
ま
か
な
い

材
料
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問
　
タ
イ
ケ
ン
学
園
と
の
契
約
が
更

新
さ
れ
る
時
期
だ
が
、
議
会
へ
の
説
明

が
な
い
中
で
期
日
が
来
る
の
で
は
な
い

か
。

　
令
和
7
年
予
算
で
は
、
運
動
施
設
収

入
3
5
5
万
円
、
支
出
3
8
0
0
万
円
、

平
成
27
年
誘
致
で
は
生
徒
2
6
0
人
、

経
済
効
果
1
億
8
0
0
0
万
円
、
現
在

子
供
た
ち
は
80
人
く
ら
い
、
経
済
効
果

1
0
0
0
万
円
、
村
民
へ
の
経
済
効
果
、

損
益
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
。

総
務
課
長
　
経
済
効
果
は
、3
6
7
0
万

円
。

質
問
　
高
齢
者
施
設
の
経
営
が
厳
し
い
、

村
の
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
。

住
民
福
祉
課
長
　
村
に
と
っ
て
も
住
民

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
必
要
な
施
設
と

考
え
て
い
る
。
一
緒
に
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
連
携
し
て
い
き
た
い
。

　

松
く
い
虫
対
策
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に

つ
い
て
も
質
問
し
た
。

Q
坂
北
荘
70
歳
以
上
高
齢
者
・

障
害
者
の
入
浴
料
金
現
行

2
0
0
円
が
4
1
0
円
に
。

引
き
上
げ
幅
の
見
直
し
は

A
温
泉
施
設
運
営
等
検
討
委
員

会
の
提
言
ど
お
り
と
し
見
直

し
は
し
な
い

質
問　

大
人
入
浴
料
金
4
1
0
円
が

5
0
0
円
の
上
げ
幅
で
あ
れ
ば
、
高
齢

者
障
害
者
入
浴
料
金
は
、
3
0
0
円
が

妥
当
だ
と
思
う
が
。

村
長
　
入
浴
料
金
を
改
定
す
る
こ
と
で

収
益
改
善
が
図
ら
れ
る
と
判
断
し
た
。

質
問
　
坂
北
荘
は
入
浴
を
中
心
に
高
齢

者
健
康
増
進
の
拠
点
と
し
て
運
営
。
経

営
に
も
影
響
が
で
る
。
楽
し
い
入
浴
を

減
ら
す
料
金
改
定
。
高
齢
者
福
祉
の
後

退
と
考
え
る
。

質
問
　
温
泉
施
設
等
運
営
委
員
会
、
今

後
の
審
議
予
定
は
。

観
光
課
長
　
各
温
泉
施
設
の
運
営
や
指

定
管
理
等
、
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

年
5
回
開
催
を
予
定
。
9
月
に
提
言
書

の
提
出
が
で
き

る
よ
う
進
め
る
。

質
問
　
新
年
度

保
養
セ
ン
タ
ー

の
経
営
改
善
の

主
要
な
取
り
組

み
は
。

観
光
課
長
　
経

営
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
委
託
。

「
と
く
ら
」
に
支
配
人
補
佐
を
置
き
経

営
改
善
を
図
る
。

質
問
　
令
和
7
年
度
年
少
児
以
上
の
園

児
数
は
、
坂
井
保
育
園
6
名
ひ
ま
わ
り

保
育
園
37
名
。
少
子
化
が
進
む
中
、
今

後
の
保
育
園
の
推
進
は
。

教
育
長
　
出
生
者
数
か
ら
推
計
す
る
と

年
少
児
以
上
の
園
児
数
は
、
令
和
9
年

度
坂
井
保
育
園
3
名
、
ひ
ま
わ
り
保
育

園
26
名
。
年
少
児
以
上
が
日
常
行
っ
て

い
る
、
ひ
ま
わ
り
保
育
園
の
合
同
保
育

に
行
く
と
、
坂
井
保
育
園
未
満
児
は
2

人
以
下
と
な
る
。
今
後
、
園
児
数
の
動

向
に
注
視
し
、
福
祉
と
教
育
の
両
面
か

ら
考
え
、
こ
ど
も
に
と
っ
て
よ
り
良
い

学
び
の
環
境
と
な
る
よ
う
、
専
門
家
か

ら
助
言
を
受
け
保
育
の
在
り
方
を
検
討

す
る
。

質
問　

公
共
施
設
の
統
廃
合
は
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
の
結
果
や
温
泉

施
設
運
営
等
検
討
委
員
会
の
提
言
を
受

け
積
極
的
に
進
め
る
と
言
う
考
え
で
い

い
か
村
長
に
伺
う
。

村
長
　
公
共
施
設
の
統
廃
合
を
進
め
る

こ
と
は
、
選
挙
公
約
で
あ
り
進
め
て
き

た
。

　

施
設
が
多
数
存
在
す
る
村
の
状
況
で

維
持
費
、
修
繕
費
、
管
理
す
る
人
件
費

が
大
き
く
発
生
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

合
併
20
年
を
迎
え
る
中
、
い
か
に
施
設

の
統
廃
合
を
進
め
て
い
く
か
が
、
将
来

の
財
政
負
担
に
も
大
き
く
か
か
わ
っ
て

く
る
の
で
施
設
の
統
廃
合
だ
け
で
な
く
、

民
間
業
者
へ
の
売
却
・
譲
渡
な
ど
を
含

め
、
施
設
数
の
削
減
を
積
極
的
に
進
め

て
い
く
。

質
問
　
西
条
温
泉
と
く
ら
、
坂
北
荘
、

冠
着
荘
を
4
月
か
ら
9
月
ご
ろ
に
は
、

検
討
す
る
と
言
う
事
だ
が
、
村
長
の
考

え
を
伺
う
。

村
長
　
3
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

提
言
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
と
比

べ
て
、
現
在
大
き
く
環
境
が
変
化
し
て

い
る
の
で
、
過
去
の
在
り
方
と
は
別
に

現
時
点
に
お
け
る
状
況
を
踏
ま
え
て
、

将
来
を
見
通
し
た
中
で
の
議
論
を
温
泉

施
設
運
営
等
検
討
委
員
会
へ
依
頼
す
る
。

質
問
　
令
和
7
年
11
月
が
我
々
の
任
期

で
あ
り
3
施
設
に
つ
い
て
村
と
し
て
方

向
性
を
出
し
て
い
た
だ
き
村
民
の
皆
さ

ん
に
周
知
し
て
進
め
る
状
況
に
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
検
討
し
て
い
く

状
況
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
る
考
え
か
伺

う
。

村
長
　
私
の
任
期
中
に
答
申
を
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

村
内
の
様
々
な
状
況
を
多
角
的
な
部

分
で
捉
え
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
、
多
方

面
か
ら
検
討
い
た
だ
き
た
い
と
申
し
上

げ
ま
す
が
、
や
は
り
方
向
性
と
す
れ
ば
、

自
立
す
る
持
続
可
能
な
村
と
い
う
こ
と

も
一
番
に
念
頭
に
置
い
て
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

坂北荘

坂北荘の浴場

Q
防
災
カ
メ
ラ
を
防
犯
カ
メ
ラ
に

利
用
で
き
る
か

A
警
察
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
提

供
を
考
え
る

Q
東
筑
摩
郡
内
の
村
に
比
べ
人
件

費
が
多
い
の
で
は
な
い
か

A
全
国
の
類
似
団
体
の
平
均
以

下
Q
令
和
７
年
度
に
お
け
る
村
内

施
設
の
在
り
方

A
施
設
の
削
減
を
積
極
的
に
進

め
る

玉
たまい

井 玲
れいこ

子

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

高
齢
者
施
設
の
支
援

保
育
園
の
推
進
は

藤
ふじわら

原 孝
こういち

一吉
よしいけ

池 昌
まさあき

昭宮
みやした

下 敏
としひこ

彦

朝 夕
1号車 13人 17人
2号車 11人 12人
3号車 14人 21人
4号車 21人 21人
5号車 22人 20人
6号車 17人 10人
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質
問　

ど
の
よ
う
な
特
産
品
が
人
気
か
。

総
務
課
長
　
人
気
の
特
産
品
は
味
噌
と

蜂
蜜
で
、
こ
れ
ら
は
全
体
の
90
%
を
占

め
て
い
る
。
ま
た
、
米
も
全
国
的
な
米

不
足
の
影
響
で
需
要
が
増
加
し
て
い
る
。

質
問
　
コ
メ
の
確
保
に
つ
い
て
の
対
策

は
。

総
務
課
長
　
米
の
確
保
は
非
常
に
重
要

な
課
題
。
自
家
消
費
が
多
く
、
出
荷
で

き
る
量
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
農
家

へ
の
支
援
策
や
生
産
量
を
増
や
す
た
め

の
政
策
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
筑
北
村
産
の
農
作
物
を
ブ
ラ
ン

ド
化
し
て
い
く
こ
と
で
農
家
の
収
入
、

耕
作
意
欲
が
上
が
る
と
考
え
る
の
で
ぜ

ひ
村
と
し
て
補
助
な
ど
対
策
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

質
問
　
綿
半
フ
ァ
ー
ム
の
豚
肉
返
礼
品

化
に
つ
い
て
。

総
務
課
長
　
現
時
点
で
は
協
議
は
行
っ

て
い
な
い
が
、
豚
肉
自
体
は
返
礼
品
と

し
て
需
要
が
あ
る
の
で
返
礼
品
に
追
加

で
き
る
よ
う
協
議
を
進
め
て
い
く
。

質
問
　
地
域
福
祉
向
上
へ
む
け
て
の
考

え
は
。

村
長
　
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
介
護
事

業
だ
け
で
な
く
、
地
域
全
体
の
福
祉
を

支
え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

地
域
住
民
と
の
関
係
構
築
が
非
常
に

重
要
で
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
柔

軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

社
協
が
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
新
た

な
福
祉
政
策
を
提
案
す
る
こ
と
も
期
待

し
て
い
る
。

質
問
　
村
と
の
連
携
事
業
、
新
た
な
福

祉
政
策
は
。

住
民
福
祉
課
長
　
年
間
を
通
じ
て
毎
月

連
絡
会
を
行
い
、
様
々
な
福
祉
事
業
を

委
託
し
て
い
る
。
男
の
サ
ロ
ン
、
料
理

教
室
も
委
託
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
6
年
度
は
補
助
金
を
活

用
し
子
ど
も
の
学
習
支
援
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。
7
年
度
は
新
た
に
子
育
て

世
帯
訪
問
支
援
事
業
を
計
画
し
て
お
り

従
来
の
高
齢
者
の
支
援
だ
け
で
は
な
い

初
め
て
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
こ
れ
か

ら
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
今
後
も
双
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
地
域
福
祉
向
上
へ
つ
な

げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問　

合
併
20
周
年
の
成
果
と
検
証
。

企
画
財
政
課
長　

旧
筑
北
小
学
校
、
大

沢
加
工
施
設
、
無
償
譲
渡
と
し
た
。
冠

着
荘
・
健
康
館
に
つ
い
て
は
指
定
管
理

す
る
こ
と
に
よ
り
費
用
を
抑
え
る
。

質
問　

ス
ポ
ー
ツ
政
策
に
よ
る
、
投
資

効
果
と
人
流
効
果
。

教
育
次
長　

各
種
大
会
の
際
に
施
設
の

利
用
に
よ
っ
て
、
県
内
外
の
人
の
流
れ

は
多
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

産
業
振
興
と
企
業
誘
致
政
策
で
、

提
案
し
た「
道
の
駅
構
想
」に
つ
い
て
。

村
長　

企
業
様
か
ら
の
提
案
を
現
地
に

行
っ
て
伺
っ
た
。
基
本
的
に
村
が
第
三

セ
ク
タ
ー
を
立
ち
上
げ
て
、
有
利
な
財

源
を
見
つ
け
て
運
営
す
る
。
村
の
財
源

を
使
っ
て
企
業
誘
致
が
出
来
る
と
い
う

事
を
使
わ
な
い
と
の
判
断
か
ら
、
議
会

の
皆
様
に
も
ご
提
案
を
し
て
い
な
い
。

質
問　

国
、
県
に
対
す
る
書
類
等
の
申

請
は
自
治
体
の
ご
協
力
が
必
要
と
の
意

味
の
第
三
セ
ク
タ
ー
と
の
話
で
は
。

質
問　

公
共
施
設
の
管
理
費
用
、削
減
。

企
画
財
政
課
長　

指
摘
の
2
0
2
8
年

度
、15
・
6
億
円
の
更
新
費
用
は
、公
共

施
設
等
総
合
計
画
の
建
築
系
公
共
施
設

の
す
べ
て
を
耐
用
年
数
経
過
時
に
更
新

し
た
場
合
の
も
の
で
、
令
和
七
年
度
の

予
算
は
有
り
ま
せ
ん
。

質
問　

公
共
施
設
総
合
計
画
の
方
針
。

企
画
財
政
課
長　

普
通
建
設
事
業
費
全

体
を
考
慮
し
な
が
ら
標
準
化
を
進
め
る
。

企
画
財
政
課
長　

加
工
施
設
使
用
料
見

直
し
、
公
民
館
等
修
繕
費
等
住
民
協
働

に
よ
り
経
費
節
減
に
努
め
て
い
る
。

冠
着
荘
は
指
定
管
理
に
よ
り
、
3
︐

6
8
5
0
万
か
ら
1
︐
7
6
0
万
の
経
費

削
減
額
1
︐
9
2
5
万
と
な
っ
て
い
る
。

提
案　

公
共
交
通「
向
原
団
地
特
区
」。

特
区
指
定
で
、フ
ル
デ
マ
ン
ド（
戸
口
か

ら
戸
口
乗
降
）は
。

総
務
課
長　

実
験
と
い
え
ど
も
特
定
の

地
区
だ
け
で
実
施
す
る
こ
と
は
住
民
の

理
解
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。

提
案　

二
拠
点
生
活
者
の
公
共
交
通
登

録
の
件
。

総
務
課
長　

利
用
者
登
録
は
、
住
民
登

録
済
み
の
方
に
行
う
。

質
問　

村
の
全
て
の
施
設
の
使
用
料
金

を
見
直
し
し
た
ら
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長
　
現
在
の
使
用
料
は
合

併
時
の
協
議
で
決
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

無
料
の
施
設
の
有
料
化
に
つ
い
て
は
検

討
委
員
会
を
設
け
、
審
議
を
し
、
結
論

を
出
す
事
項
で
あ
る
。
ま
た
使
用
料
に

言
及
す
る
村
民
の
意
見
は
な
い
。
従
っ

て
全
て
の
使
用
料
を
全
て
有
料
に
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問
　
下
水
管
の
点
検
に
つ
い
て
。

建
設
課
長
　
当
村
の
下
水
道
の
管
径
は
、

村
全
体
で
は
1
5
0
ミ
リ
か
ら
2
0
0

ミ
リ
で
、
か
な
り
小
口
径
の
為
、
道
路

陥
没
事
故
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
管
渠

や
マ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
の
埋
設
物
が
原
因

で
舗
装
の
ひ
び
割
れ
等
が
考
え
ら
れ

る
の
で
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
等
で
道
路

利
用
者
へ
の
安
全
確
保
に
努
め
る
。
ま

た
、
点
検
方
法
と
し
て
は
、
テ
レ
ビ
カ

メ
ラ
で
の
調
査
が
あ
る
。
カ
メ
ラ
自
体

を
管
路
の
中
に
い
れ
て
内
部
の
劣
化
状

況
を
調
べ
る
方
法
が
あ
る
が
、
1
キ
ロ

の
長
さ
の
管
路
を
調
査
す
る
費
用
は
大

体
3
0
0
万
円
で
仮
に
村
全
体
の
管
渠

を
調
査
す
る
と
、
1
億
5
0
0
0
万
円

位
の
莫
大
な
費
用
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、

特
に
傾
斜
が
強
い
マ
ン
ホ
ー
ル
の
躯
体

や
管
渠
に
土
圧
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る

箇
所
等
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
絞
っ
て
テ

レ
ビ
カ
メ
ラ
調
査
の
活
用
を
検
討
し
て

い
く
。

質
問
　
令
和
7
年
度
の
新
し
い
施
策
に

つ
い
て
。

村
長
　
ま
ず
合
併
20
周
年
と
い
う
こ
と

で
一
人
一
万
円
の
生
活
応
援
商
品
券
事

業
や
、
旧
本
城
小
学
校
プ
ー
ル
を
除
却

し
、
そ
の
跡
地
を
駐
車
場
及
び
倉
庫
と

し
て
整
備
す
る
。
ま
た
戦
後
80
周
年
を

迎
え
る
こ
と
で
本
城
、
坂
北
の
今
の
忠

魂
碑
を
除
却
し
、
3
地
域
統
合
の
慰
霊

碑
を
建
立
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
20

年
経
過
し
た
消
防
団
の
活
動
服
の
更
新

等
で
補
助
金
活
用
を
計
画
し
て
い
る
。

な
お
記
念
式
典
は
考
え
て
い
な
い
が
、

多
方
面
で
功
労
の
あ
っ
た
方
々
へ
の
表

彰
式
を
行
い
た
い
。
次
に
子
育
て
支
援

に
つ
い
て
は
18
歳
未
満
の
医
療
費
窓
口

負
担
の
無
償
化
を
計
画
し
、
通
学
定
期

へ
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
S
u
i
c
a

定
期
券
の
購
入
に
対
し
て
補
助
の
対
象

拡
大
を
計
画
し
て
い
る
。

質
問　

避
難
所
の
運
営
方
針
の
中
、ト
イ

レ
の
基
準
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

総
務
課
長
　
現
在
77
基
備
蓄
し
て
お
り
、

長
野
県
地
震
被
害
想
定
調
査
で
示
さ
れ

た
2
0
1
0
人
の
想
定
で
、26
人
に
1
基

で
あ
る
。購
入
計
画
が
あ
り
、22
人
で
1

基
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

質
問　

国
の
基
準
で
は
、避
難
所
で
の
居

住
ス
ペ
ー
ス
を「
3
・
5
平
方
メ
ー
ト
ル
」

と
な
っ
て
い
る
が
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
等
の

置
け
る
広
さ
の
確
保
は
。

総
務
課
長　

村
内
避
難
所
の
ス
ペ
ー
ス

は
4
0
6
8
人
収
容
可
能
な
ス
ペ
ー
ス

が
あ
る
。実
際
の
避
難
者
数
、世
帯
等
に

応
じ
て
臨
機
な
対
応
が
必
要
。

質
問　

災
害
に
お
い
て
孤
立
す
る
可
能

性
の
あ
る
地
域
は
村
内
6
か
所
あ
る
が
、

村
の
受
援
計
画
と
訓
練
の
必
要
性
、食
料

品
等
の
備
蓄
は
。

総
務
課
長　

受
援
計
画
は
な
い
が
、発
生

し
た
場
合
は
消
防
、警
察
、自
衛
隊
に
要

請
を
行
い
物
資
の
支
給
等
を
行
う
。備
蓄

の
な
い
地
域
に
は
進
め
て
い
く
。

質
問　

昨
年
11
月
25
日
に
女
性
視
点
の

防
災
講
演
会
、意
見
交
換
会
が
あ
っ
た
が

そ
の
内
容
と
、そ
れ
を
受
け
た
7
年
度
予

算
の
取
り
組
み
は
。

総
務
課
長　

1
0
9
項
目
の
意
見
、提
案

を
い
た
だ
い
た
。女
性
に
必
要
な
備
蓄
品

物
資
等
が
解
り
、
7
年
度
予
算
で
購
入

予
定
。避
難
所
開
設
訓
練
も
実
施
す
る
。

質
問　

災
害
時
に
必
要
な
物
資
、
燃
油

等
の
民
間
企
業
と
の
供
給
協
定
は
重
要

で
あ
る
。現
状
の
協
定
内
容
と
今
後
の
取

り
組
み
は
。

総
務
課
長　

福
祉
避
難
所
、
医
療
救
護

関
係
、物
資
供
給
等
38
項
目
行
っ
て
い
る
。

質
問　

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
時
各

地
域
で
支
え
合
う
共
助
が
重
要
。「
地
区

防
災
計
画
」を
村
も
後
押
し
す
べ
き
だ
。

総
務
課
長　

地
域
住
民
同
士
で
支
え
合

う
こ
と
は
極
め
て
重
要
。
各
地
域
で「
地

域
防
災
計
画
」

を
立
て
る
こ
と

は
必
要
。

防
災
出
前
講
座

含
め
、
必
要
な

助
言
、
支
援
等

は
行
っ
て
い
く
。

防災講演会

Q
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

A
令
和
６
年
度
、
６
５
８
２
件
、

５
１
９
４
万
円
・
令
和
５
年
度
、

３
２
７
８
件
、
２
９
４
８
万
円

Q
合
併
、
20
周
年
の
成
果
と
検
証

A
資
料
と
し
て
、
毎
年
度
示
し
て
い
る

Q
今
後
の
各
施
設
の
使
用
料
金

に
つ
い
て

A
施
設
の
使
用
料
金
全
て
は
有

料
に
出
来
な
い

Q
防
災
対
策
は

A
７
年
度
予
算
に
組
み
込
み
、

更
な
る
推
進
を
行
っ
て
ゆ
く

筑
北
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
つ
い
て

令
和
七
年
度
、
重
点
予
算
と
成
果
目
標

①
行
政
の
努
力

②
住
民
協
働
関
係

③
民
間
活
力
の
活
用

山
やまだ

田 直
なおゆき

幸櫻
さくらい

井 新
しんいち

一勝
かつた

田　 昇
のぼる

一
いちのせ

之瀬 茂
しげゆき

幸

25 24



質
問　

7
年
度
予
算
で
事
業
規
模
予
算

額
に
関
係
な
く
一
番
思
い
入
れ
の
あ
る

事
業
は
何
か
。

村
長
　
18
才
以
下
の
医
療
費
窓
口
負
担

の
無
償
化
と
、
高
齢
者
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
強
化
を
挙
げ
る
。
医
療
費
窓
口

負
担
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
子
育
て
支
援
の
充
実
に
活
用
す

る
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

社
協
が
行
っ
て
い
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
、

商
工
会
の
移
動
販
売
車
に
お
け
る
高
齢

者
の
日
常
的
な
安
否
確
認
の
役
割
に
予

算
増
額
補
助
を
す
る
。

質
問　

飾
り
松
事
業
は
長
い
年
月
の
実

績
が
あ
り
、
業
界
内
で
は
筑
北
村
産
の

飾
り
松
の
需
要
は
高
い
。
森
林
資
源
と

し
て
松
枯
れ
や
盗
難
か
ら
ど
の
よ
う
に

守
り
、
事
業
継
続
を
図
る
の
か
伺
う
。

産
業
課
長　

松
く
い
虫
被
害
が
拡
大
す

る
中
、
有
効
活
用
を
進
め
る
た
め
、
採

取
地
周
辺
の
薬
剤
散
布
を
実
施
し
被
害

予
防
を
行
っ
て
い
る
。
採
取
業
者
か
ら

も
、
当
村
飾
り
松
の
需
要
は
増
加
し
て

い
る
と
聞
い
て
お
り
、
新
た
な
採
取
候

補
地
を
選
定
し
た
。
森
林
資
源
は
財
産

と
の
認
識
を
持
ち
継
続
的
に
進
め
た
い
。

村
長　

昨
年
末
飾
り
松
の
採
取
現
場
を

視
察
し
、
採
取
業
者
よ
り
搬
出
し
や
す

い
場
所
が
盗
難
に
あ
い
易
い
た
め
、
新

た
な
採
取
場
所
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
採
取
業
者
も
植
樹
等
実
施
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
村
と
し

て
も
数
量
確
保
に
協
力
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

飾
り
松
事
業
は
、
村
と
し
て
大

事
な
事
業
と
考
え
る
の
で
、
積
極
的
な

事
業
推
進
を
お
願
い
し
た
い
。

質
問　

新
年
度
予
算
は
、
昨
年
比

2
億
6
，
8
3
9
万
円（
5
・
7
%
）
増

の
49
億
7
，
1
8
5
万
円
過
去
最
大
額

だ
。
自
主
財
源
の
乏
し
い
中
で
の
予
算

編
成
で
あ
る
が
、
基
本
方
針
と
主
要
施

策
、継
続
事
業
と
課
題
。

企
画
財
政
課
長
　
基
本
は
、
健
全
財
政

を
維
持
し
、
村
民
が
暮
ら
し
易
い
自
然

に
恵
ま
れ
た
村
づ
く
り
の
た
め
、
若
者

定
住
対
策
・
公
共
施
設
の
除
却
・
防
災

減
災
対
策
等
を
推
進
し
、
子
育
て
支
援

や
高
齢
者
等
の
安
全
安
心
に
係
る
事
業

に
積
極
的
に
取
り
組
む
。
主
要
政
策
は
、

新
た
に
子
供
の
医
療
費
窓
口
無
料
化
・

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
更
新
・
等
子
育
て
支

援
策
、
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
に
よ
る
人

口
減
少
抑
制
対
策
・
本
年
完
了
の
防
災

行
政
無
線
の
更
新
等
で
あ
る
。

課
題
は
、
人
口
減
少
抑
制
対
策
、

S
I
C
を
核
と
し
た
産
業
振
興
、
交
流

人
口
の
増
加
策
で
あ
る
。

質
問　

戦
後
80
年
、
合
併
20
年
の
節
目

の
年
で
あ
る
が
、
地
域
の
慰
霊
碑
の
設

置
環
境
と
集
約
化
へ
の
経
過
は
。

住
民
福
祉
課
長　

本
城
・
坂
北
の
慰
霊

碑
は
大
き
な
一
枚
岩
で
地
面
よ
り
高
い

位
置
た
め
倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
、
今

後
の
維
持
管
理
を
踏
ま
え
て
集
約
し
、

新
た
な
慰
霊
碑
を
建
立
す
る
。

質
問　

戦
国
80
年
、
遺
族
の
高
齢
化
が

進
み
、
戦
争
の
悲
惨
さ
へ
の
思
い
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
に
、
小
・
中
学
生
へ

地
域
の
歴
史
に
関
わ
る
平
和
教
育
と
し

て
何
ら
か
の
形
で
係
る
考
え
は
。

教
育
長　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
中
東
で
戦
闘

が
行
わ
れ
、
多
く
の
犠
牲
者
が
で
て
い

る
。
慰
霊
碑
は
、
地
域
の
歴
史
に
触
れ

ら
れ
、
自
分
の
故
郷
に
、
実
際
に
あ
っ

た
こ
と
で
、
平
和
の
大
切
さ
を
自
分
ご

と
と
考
え
る
の
で
学
校
に
発
信
し
た
い
。

Q
７
年
度
予
算
で
思
い
入
れ
の
あ

る
事
業
は

A
18
才
以
下
の
医
療
費
窓
口
負

担
の
無
償
化
他

Q
令
和
７
年
度
予
算
の
主
要
事

業
と
財
政
健
全
化

A
若
者
定
住
・
公
共
施
設
の
除

却
・
防
災
減
災
対
策
の
推
進 窪

くぼてら

寺　 務
つとむ

小
こやま

山 正
まさひろ

博

慰
霊
碑
集
約
化
と
平
和
教
育

飾
り
松
事
業
継
続
の
考
え
方

慰霊碑 飾り松の出荷

2．全会一致で可決された議案

項　目 件　　　　　　　　　　名 議決の結果

予　算 令和6年度筑北村一般会計補正予算［第8号］ 可　決

予　算 令和6年度筑北村国民健康保険特別会計補正予算［第2号］ 可　決

予　算 令和6年度筑北村後期高齢者医療特別会計補正予算［第2号］ 可　決

予　算 令和6年度筑北村介護保険特別会計補正予算［第3号］ 可　決

予　算 令和6年度筑北村とくら温泉施設特別会計補正予算［第4号］ 可　決

予　算 令和6年度筑北村差切峡温泉施設特別会計補正予算［第3号］令和6年度筑北村差切峡温泉施設特別会計補正予算［第3号］ 可　決

予　算 令和6年度筑北村簡易水道事業会計補正予算［第4号］令和6年度筑北村簡易水道事業会計補正予算［第4号］ 可　決

予　算 令和6年度筑北村集落排水事業会計補正予算［第4号］令和6年度筑北村集落排水事業会計補正予算［第4号］ 可　決

予　算 令和6年度筑北村合併浄化槽事業会計補正予算［第4号］令和6年度筑北村合併浄化槽事業会計補正予算［第4号］ 可　決

予　算 令和7年度筑北村一般会計予算令和7年度筑北村一般会計予算 可　決

予　算 令和7年度筑北村バス事業特別会計予算令和7年度筑北村バス事業特別会計予算 可　決

予　算 令和7年度筑北村国民健康保険特別会計予算令和7年度筑北村国民健康保険特別会計予算 可　決

予　算 令和7年度筑北村後期高齢者医療特別会計予算令和7年度筑北村後期高齢者医療特別会計予算 可　決

予　算 令和7年度筑北村介護保険特別会計予算令和7年度筑北村介護保険特別会計予算 可　決

予　算 令和7年度筑北村とくら温泉施設特別会計予算令和7年度筑北村とくら温泉施設特別会計予算 可　決

予　算 令和７年度筑北村差切峡温泉施設特別会計予算令和７年度筑北村差切峡温泉施設特別会計予算 可　決

令和7年3月定例会審議結果
３月５日から月17日までの日程で行われた令和７年３月定例会の審議結果は、以下の通りです。

1．賛否の別れた議案

件　名

各議員の賛否
議決の
結果一

之
瀬

窪　

寺

小　

山

玉　

井

藤　

原

吉　

池

宮　

下

山　

田

櫻　

井

待　

井

勝　

田

令和７年度筑北村とくら温
泉施設特別会計予算 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ― ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可　決

令和７年度筑北村差切峡
温泉施設特別会計予算 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ― ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可　決

筑北村坂北保養センター
条例の一部を改正する条
例について

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ― ◯ ◯ ◯ ◯ 可　決
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項　目 件　　　　　　　　　　名 議決の結果

予　算 令和７年度筑北村冠着温泉施設特別会計予算令和７年度筑北村冠着温泉施設特別会計予算 可　決

予　算 令和７年度筑北村簡易水道事業会計予算令和７年度筑北村簡易水道事業会計予算 可　決

予　算 令和７年度筑北村集落排水事業会計予算 可　決

予　算 令和７年度筑北村合併浄化槽事業会計予算 可　決

条　例 筑北村職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例について 可　決

条　例 筑北村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例について 可　決

条　例 筑北村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 可　決

条　例 筑北村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 可　決

条　例 筑北村坂北保養センター条例の一部を改正する条例について 可　決

条　例 筑北村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について 可　決

条　例 筑北村非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する
条例について 可　決

条　例 筑北村空き家等適正管理条例の一部を改正する条例について 可　決

条　例 筑北村坂井保養センター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例につ
いて 可　決

条　例 筑北村本城交流促進センター・交流研修宿泊施設設置及び管理に関する条例の筑北村本城交流促進センター・交流研修宿泊施設設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例について一部を改正する条例について 可　決

契　約 財産の取得について財産の取得について 可　決

3．請願・陳情

項　目 件　　　　　　　　　　名 議決の結果

陳　情 「持続可能な学校の実現をめざす意見書」採択を求める陳情書「持続可能な学校の実現をめざす意見書」採択を求める陳情書 採　択

投票所が全て共通投票所に変わります！

　村では、今年行われる選挙から投票所が全て共通投票所になります。これにより、

入場券に記載された投票所のほか、村内の投票所であればどこの投票所でも投票

できるようになります。期日前投票でも選挙当日の投票でも、仕事などのご都合に

合わせて利用しやすい投票所を選べます。ご都合の良い投票所をご利用ください。

筑北村選挙管理委員会

議
員
定
数
見
直
し
に
つ
い
て

議
員
定
数
見
直
し
に
つ
い
て

現
議
員
の
任
期
は
、令
和
7
年
11
月

12
日
で
定
数
は
12
名
で
す
。
住
民
の
皆

様
か
ら
議
員
定
数
の
見
直
し
の
ご
意

見
も
あ
り
、昨
年
9
月
よ
り
議
員
間
討

議
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
協
議
し
、
さ

ら
に
昨
年
10
月
の
区
長
と
の
懇
談
会

に
て
も
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

3
村
が
合
併
し
20
年
経
過
し
、
今

ま
で
に
も
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
人
口

規
模
・
委
員
会
数
・
面
積
要
件
等
を
踏

ま
え
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
村
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い

て
、こ
れ
か
ら
議
員
定
数
を
削
減
す
る

こ
と
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
し
た
が
結

論
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
の

村
議
会
議
員
選
挙
で
は
、議
員
定
数
の

変
更
は
し
ま
せ
ん
。現
行
の
ま
ま
定
数

は
12
人
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

以
下
に
現
議
員
各
自
の
考
え
方
を

掲
載
し
ま
す
。

筑
北
村
に
適
し
た
議
員
定
数
に
つ

い
て
は
今
後
も
継
続
し
て
検
証
が
必

要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
住
民
の
皆
様
の
お
考
え
や
ご
意

見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
議
会
議
員
、ま

た
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

議会議員の定数削減に関する各議員の意見
議 員 名 賛　否 理　由

１１ 一之瀬茂幸一之瀬茂幸 反　対反　対

3村合併で広大な面積に広く住を構えており、民意を如何に行政に
つなげていくかが重要課題。また、国は地方創成を一つの柱に掲げ
ている中、今後議会の役割は更に増していく。様々な視点で研修、
課題等調査検討を行い、結論を出していく必要があると考える。

２２ 窪寺　　務窪寺　　務 賛　成賛　成
過去２回特別職報酬等審議会より、議員定数の見直しについて指摘過去２回特別職報酬等審議会より、議員定数の見直しについて指摘
されてきている。著しい人口減少の中、近隣自治体等と比較した中されてきている。著しい人口減少の中、近隣自治体等と比較した中
で、定数は削減すべきと考える。で、定数は削減すべきと考える。

３ ３ 小山　正博小山　正博 反　対反　対 人口減少ではあるが、令和2年の意見書「議員1名当りの人口が人口減少ではあるが、令和2年の意見書「議員1名当りの人口が
300人を切るまでは、現状維持」を尊重。300人を切るまでは、現状維持」を尊重。

４４ 玉井　玲子玉井　玲子 賛　成賛　成 重要なのは議員の多様性だと思う。その為には、議会の活性化を進重要なのは議員の多様性だと思う。その為には、議会の活性化を進
める必要性がある。そこに議員削減は必須と考える。める必要性がある。そこに議員削減は必須と考える。

５５ 藤原　孝一藤原　孝一 賛　成賛　成 村民の意見、他町村の状況調査の結果を勘案し現在の人口に見合っ村民の意見、他町村の状況調査の結果を勘案し現在の人口に見合っ
た定数の削減であり議会運営に問題ないと判断した。た定数の削減であり議会運営に問題ないと判断した。

６６ 吉池　昌昭吉池　昌昭 反　対反　対 合併して議員数は半減している、住民の意見を行政に反映するに合併して議員数は半減している、住民の意見を行政に反映するに
は、安易に議員定数を削減すべきではない。は、安易に議員定数を削減すべきではない。

７７ 宮下　敏彦宮下　敏彦 賛　成賛　成 合併時人口約６千人現在約４千人。同規模自治体を参考にすれば定合併時人口約６千人現在約４千人。同規模自治体を参考にすれば定
数１０名。議会運営・議員活動も支障がないと考える。数１０名。議会運営・議員活動も支障がないと考える。

８８ 山田　直幸山田　直幸 反　対反　対 定数見直し後の方向性・議会の在り方などを含め、議員間での討議定数見直し後の方向性・議会の在り方などを含め、議員間での討議
時間が不足しており継続した検討が必要なため。時間が不足しており継続した検討が必要なため。

９ 櫻井　新一 反　対 今の状態では議論がまとまった訳ではないので反対。しかし、次期
以降は10人に減らすといいと思っている。

1010 待井　安登 反　対反　対 重要課題である議員定数については人口・地域を考慮し検討委員
会等を設置し慎重に検討すべきと考える。

11 勝田　　昇 賛　成 諮問・答申、民意を尊重すべき。

12 鎌田　欣子 賛　成 合併から20年。広大な面積があるが、人口減も大きな問題であ
る。定数減を検討する時期と考える。
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